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《
ご
あ
い
さ
つ
》 

豊
島
区
議
会
公
明 

中
島
よ
し
は
る 

 

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
豊
島
区
議
会
平
成

二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
が
三
月
二
十

六
日
閉
会
し
ま
し
た
。 

 
私
は
、
公
明
党
を
代
表
し
て
一
般
質

問
を
行
い
、
防
災
対
策
や
マ
ン
シ
ョ
ン

対
策
な
ど
に
つ
い
て
区
の
施
策
を
糺
し
、

様
々
提
案
し
ま
し
た
。 

 

今
定
例
会
で
は
平
成
二
十
四
年
度
の

予
算
案
を
審
議
す
る
予
算
委
員
会
が
開

か
れ
、
私
も
委
員
と
し
て
、
当
面
す
る

課
題
、
安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。 

 

本
会
議
最
終
日
に
は
、
新
し
い
教
育

委
員
三
名
が
選
任
さ
れ
、
選
挙
管
理
委

員
四
名
を
選
挙
で
選
び
ま
し
た
。
ま
た
、

五
月
九
日
か
ら
韓
国
ソ
ウ
ル
市
東
大
門

区
と
の
友
好
都
市
十
周
年
記
念
式
典
の

た
め
訪
韓
す
る
議
員
の
派
遣
が
議
決
さ

れ
、
私
は
公
明
党
を
代
表
し
て
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

豊
島
区
は
今
年
区
政
施
行
80
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
区
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
安

全
・
安
心
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

今
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
掲
げ
て
い
ま

す
。
私
も
安
全
・
安
心
の
豊
島
区
つ
く

り
に
更
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

今
回
の
な
か
よ
し
通
信
で
は
、
私
の
一

般
質
問
と
予
算
委
員
会
で
の
発
言
要
旨

を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
ご
報
告
し
ま
す
。 

引
き
続
き
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 発行者：公明党豊島区議団－東池袋1-18-1区役所内公明控室 中島連絡先：西巣鴨2-3-7     

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
で
中
島
よ
し
は
る
は
、

「
豊
島
区
を
世
界
一
安
全
な
ま
ち
に
」
と
の
テ
ー
マ

で 1.

平
成
24
年
度
予
算
に
つ
い
て 

2.

防
災
対
策
に
つ
い
て  

3.

省
エ
ネ
環
境
施
策
に
つ
い
て  

4.

そ
の
他 

の
内
容
で
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

 
●
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
無
駄
削
減
の
た
め

に
業
務
の
「
総
点
検
」
を
評
価
し
、
加
え
て
事
業
評

価
に
『
第
三
者
評
価
』
の
実
施
を
訴
え
ま
し
た
。 

●
防
災
対
策
で
は
、
木
造
密
集
地
の
“
燃
え
な
い

街
”
づ
く
り
の
方
策
や
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
、
大
災
害

時
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
拠
点
の
整
備
な
ど
を
提
案
し
ま

し
た
。 

●
省
エ
ネ
環
境
で
は
電
力
の
外
部
事
業
者
か
ら
の
購

入
や
、
窓
ガ
ラ
ス
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
環
境
・
防
災

対
策
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
世
界
一
安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
更
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

東
京
都
の
モ
デ
ル
地
域
指
定
を
！ 

 

3
・
11
を
教
訓
と
し
て
、
東
京
都
は
、
木
造
住
宅

密
集
地
域
の
改
善
を
こ
の
十
年
間
で
、
集
中
的
か

つ
重
点
的
に
取
り
組
み
、
地
域
内
の
不
燃 

そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
「
不
燃
化
特
区
制
度
」
を

創
設
し
て
特
区
を
指
定
い
た
し
ま
す
。
制
度
の
本

格
実
施
は
平
成
25
年
度
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
前
に
先
行
実
施
す
る
地
区
を
募
集
し
24
年
度

中
に
選
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
決
算
委
員
会
で

も
こ
の
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
強
く
要
望
し

て
き
ま
し
た
が
、
再
度
区
長
の
姿
勢
を
糺
し
ま
し

た
。
区
長
か
ら
は
積
極
的
に
取
り
組
む
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
の
防
災
意
識

向
上
を
図
れ
！ 

 

被
災
地
仙
台
市
の
視
察
を
通
し
て
震
災
被
害
に

あ
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え
・
改
築
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
平
常
時
か
ら
の
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
に
よ
る
、
意
思
疎
通
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。 

 

屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
を 

大
災
害
時
の
医
療
・
救
援
活
動
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
大
活
躍
し
た
事
例
を
紹
介
し
て
、
区
内
の
屋
上

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
を
訴
え
ま
し
た
。 

（平成24年） 

中島よしはる豊島区議会活動報告中島よしはる豊島区議会活動報告  

「豊島区を世界一安全なまちに」「豊島区を世界一安全なまちに」  

高密度都市の安全対策を図れ！高密度都市の安全対策を図れ！  
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中島よしはる予算委員会発言中島よしはる予算委員会発言  

ＪＲ大塚駅周辺整備について質疑。地元住民から期
待されている北口整備については、新しい賑わいの
街づくりになるよう地元住民の声を充分配慮するよ
う要望しました。 
更にＪＲガード下の壁面に巣鴨北中学校、西巣鴨中
学校生徒による絵画の保存について、生徒さんの気
持ちを考えて、街の文化、活性化に繋がる対応を望
みました。 
 また、南口の１２階建てＪＲ駅ビル計画について
は周辺商店街への配慮、説明責任の徹底について要
望しました。 
区側からは、地元の声を充分取りいれて、関係者と
協議して対応すると答弁がありました。 
 

学童保育の時間延長について、23年度モデ
ル事業が好評であり、24年度の拡充を要望
しました。更に、公明区議団が一貫して推
進してきた放課後対策事業・こどもスキッ
プは全国から視察にくるなど大好評であり、
未設置校の早期実現を要望しました。 
区側から利用者の要望を受け止め、取り組
むと答弁がありました。  

震災・減災対策の充実を！震災・減災対策の充実を！  

福島応援ツアー福島応援ツアー  

要
援
護
者
対
策

要
援
護
者
対
策  

 

災
害
時
の
要
支
援
者
に
つ
い
て
は
、
豊

島
区
は
「
手
挙
げ
方
式
」
で
希
望
者
だ

け
対
応
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
登
録
者

は
約
六
百
名
で
、
区
内
の
障
が
い
者
、

要
介
護
度
３
以
上
の
方
、
約
八
千
八
百

名
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
現
状

で
あ
り
ま
す
。 

抜
本
的
な
対
策
を
要
望
し
、
そ
の
際
は
、

東
日
本
大
震
災
の
実
体
験
を
被
災
者
に

語
っ
て
頂
く
な
ど
、
実
態
に
沿
う
支
援

策
を
地
域
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
訴
え
ま
し
た
。 

家
具
転
倒
防
止
事
業

家
具
転
倒
防
止
事
業  

 

公
明
区
議
団
が
推
進
し
て
き
た
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
家
具
転
倒
防

止
事
業
は
好
評
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
予
算

面
で
も
対
応
す
る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。 

初
期
消
火
の
水
利
確
保

初
期
消
火
の
水
利
確
保  

 

公
明
区
議
団
は
初
期
消
火
の
重
要
性
を

訴
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
新
た
に
水

道
水
を
利
用
し
た
簡
易
消
火
詮
や
、
更

に
都
議
会
公
明
党
の
提
案
に
よ
る
、
行

き
止
ま
り
の
廃
止
水
栓
を
活
用
し
た
水

利
確
保
策
等
、
木
密
地
域
や
狭
隘
道
路

地
域
な
ど
、
火
災
危
険
地
域
の
水
利
確

保
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

公明区議団は、自転車事故が急増している現状から、自転車の安全運転に対する
対策・啓蒙を強く訴えてきました。 
今年度豊島区は、ＷＨＯの安全・安心のセーフコミュニティ認証の一環として、
自転車ヘルメット普及・補助事業を実施し、子どもの着用率アップを図る事業を
決定しました。 
この事業は13歳以下の子ども用ヘルメット(ＳＧマーク付き)を区内自転車商組合
で購入時に2,000円を補助する事業です。 
更に、５歳以下の幼児の保護者を対象にした〝親子自転車安全教室〟を受講され
た保護者に、ヘルメット購入割引券(3,000円分)を発行する事業も計画しています。 
(詳しい内容は５月１日号の広報としま等で紹介されます、ぜひご覧ください) 

子ども自転車用ヘルメットの補助事業子ども自転車用ヘルメットの補助事業！！  ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス  

《《補助内容補助内容》》  
●１３歳以下の子ども用●１３歳以下の子ども用  

2,0002,000円円  
●５歳以下の親子教室●５歳以下の親子教室  

3,0003,000円円  

大塚駅周辺整備大塚駅周辺整備  

東日本大震災の被災地支援の取り組みについて、公
明区議団の提案で福島県猪苗代「四季の里」の宿泊
利用者に対して１,０００円の補助事業を評価しまし
た。 
東京都が今年度、福島県への支援を決定したことか
ら、豊島区としても継続実施されるよう強く要望し
ました。 
更に、区立中学校１年生のスキー教室が長野県に場
所を移しているが、被災地支援の意味でも、猪苗代
の再開の検討を要望。被災地の情勢をみながら、保
護者のご理解を得られるよう、努力していくことを
要望しました。 
区側から利用者の要望を受け止め、取り組むと答弁
がありました。  

こどもの安全こどもの安全  

mailto:y_nakaji@a.toshima.ne.jp

